
 

※令和３年度以前入学生用 

 

学校番号 3026 

令和５年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 日本史Ｂ 単位数 3 単位 年次 3 年次 

使用教科書 『詳説日本史』 （山川出版） 

副教材等 『山川詳説 日本史図録』(山川出版) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

本科目では、 近世から現代に至る日本の歴史を通史的に学びます。 

授業の大枠は、 講義 (歴史的知識の獲得) → 考察 (歴史的事象の「何故・何」を考え) → 探究 (考察に基づい

た歴史的 <仮説的> 推論を論述・発表) を書く小項目ごとに繰り返す形式で構成されます。そのため、 まずは講

義パートで知識をしっかり身につけることが非常に重要となりますので、 皆さんは、 特に講義パートにおいて

は毎授業の復習を心がけてください。 

また、 考察・探究パートでは、 歴史の学習を通して、 コミュニケーション能力を養ってほしいと考えていま

す。そのため、 ペア・グループワーク・発表といった実習型授業への積極的姿勢を評価します。さらに、 多角

的・広域的に時間と空間の異なりについて考察し、 そこに生じた人類の営為を論拠立てられる能力は、 「他者

の立場にたって物事を考える」ために最も重要な力の一つです。発表した内容を論述する課題などを通じ、 自ら

の考えを筋道立てて述べられるようになりましょう。そうした能力は、 皆さんのコミュニケーション能力を支持

する主要な柱となり得ます。 

 歴史における解は、 新たな文献史料の出現や発掘調査により変わり得ます。曖昧で不明瞭なものに共通の解を

見出すことは、 科学的手法の基本です。「歴史象が同時に複数存在することは必ずしも問題でなく、 むしろ多

くの像が重なり合うところが定説となりうる」(渡辺、 『歴史学の思考法』、 岩波書店、 2020、 pp21-39) と

表現されるところに、 歴史を探究する楽しみと重要性が含まれていると考えます。日本史に特有な点に着目しな

がら歴史を通観し、 歴史的知見に基づいて、 現代及び未来の社会を考察できる力を養ってほしいと思います。 

 

２ 学習の到達目標 

日本史探究で学んだ古代から近世の日本から連なる、 近・現代の知識の獲得を通じ、 社会的事象の歴史的な

見方・考え方を深化させる。具体的に、 ①日本における古代から近代に至る主要な歴史的事象を知識として獲得

し、 ②各年代における世界の歴史の動向が日本の歴史に与えた影響を考察し、 ③歴史的事象の因果・差異を時

間・空間的な観点に基づいて情報を整理し、 表現できる力を身につける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

授業内容について、 解説

や参考書などをもとにメ

モなどをノートや授業プ

リントに記録する。 

探究を通して調べたこ

と、 新たな発見を相互に

発表することで、 互いに

学び合う姿勢を尊重でき

る。 

文献・史料の読解を通し、 

歴史事象を多様な観点か

ら捉え、 その差異や共通

功を論拠立てて考察する

ことができる。 

 

獲得した知識に基づき、 

史資料や図表、 地図な

どの読み取りや情報整

理のための作図を行な

える。 

各時代区分を特徴付け

る人物や歴史的事象に

関する知識を身につけ

る。 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

評
価
方
法 

ノート・授業プリン

トの提出 

ペア・グループワー

クへの取り組み 

生徒間での問題の出

題・解答を通した相

互評価シートの提出 

テスト・論述課題 テスト・論述課題 

上に示す観点に基づいて、 学習のまとまりごとに評価し、 学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、 それぞれの観点を適切に配分し、 評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

 

単元名 

 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

近世への転

換と歴史的

環境 

織豊政権の政治・経

済政策、 貿易や対

外関係などを基に、 

中世から近世への時

代の転換を理解す

る。 

アジア各地やヨーロ

ッパ諸国との交流の

影響などに着目し、 

近世の国家、 社会の

変容を考察する。 

◯ ◯  ◯ a: ノートに授業中の解説メモ

など創意工夫が見られる。 

b: 村落や都市の支配の変化、 

アジア各地やヨーロッパ諸

国との交流の影響などを多

面的・多角的に考察できる。 

c: 論述もしくは発表形式で歴

史的事象を表現できる。 

d: 教科書の黒太字箇所につい

て、 7 割程度を知識として

定着できている。 

・考査 

・演習ワーク

シート提出

(例 : 東ア

ジアの貿易

について、 

東アジアの

概略図の

上に、 国

家間の関

係を載せた

データマッ

プを作成な

ど) 

・提出ノート 
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1 

 

 

 

 

 

 

 

歴史的資料

と近世の展

望 

法や制度による支配

秩序の形成と身分

制、 貿易の統制と

対外関係などを基に

幕藩体制の確立、 

近世の社会と文化を

理解する。 

織豊政権と幕藩体制

の類似と相違、 交

通・流通・都市の発

達と文化の担い手な

どに着目し、 主題を

設定し考察する。 

◯  ◯ ◯ a: 考察した内容をスライドに

まとめ、 協働作業を通じて

発表できる。 

b: 「幕藩体制が確立し、 長い

間維持された要因となるも

の」や、 「戦乱がなくなっ

たことが人々の生活や社会

にどのような影響を及ぼし

たか」など、 近世に特有の

転換点について主題を設定

し、 考察できる。 

c: 論述もしくは発表形式で歴

史的事象を表現できる。 

d: 長崎、 琉球、 対馬、 松前

藩やアイヌを通して、 オラ

ンダ、 中国、 朝鮮との交

流および北方貿易が行なわ

れたことを理解する。 

・考査 

・提出ノート 

近世の国家・

社会の展開

と画期 

産業の発達、 飢饉

や一揆の発生、 幕

府政治の動揺と諸藩

の動向などを基に、 

幕藩体制の変容、 

近世の庶民の生活と

文化の特色について

理解する。 

社会・経済の仕組み

の変化、 幕府や諸藩

の政策の変化、 国際

情勢の変化と影響な

どに着目し、 事象の

意味や意義を多面

的、 多角的に考察す

る。 

◯ ◯  ◯ a: ノートに授業中の解説メモ

や情報の図解など創意工夫

が見られる 

b: 幕藩体制が変容し、 維持で

きなくなった要因や近代化

の萌芽はいつごろからかな

どといった着眼点から、 歴

史の変容を考察できる。 

c:論述もしくは発表形式で歴

史的事象を表現できる。 

d: 教科書の黒太字箇所につい

て、 7 割程度を知識として

定着できている。 

・考査 

・論述課題

提出 

(例 : 藩体

制が本質

的に抱えた

経済的矛

盾について

論述課題を

提出 (年貢

の米納と貨

幣経済) 

・提出ノート 
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2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

近代への転

換と歴史的

環境 

幕末から近代初頭の

時期の歴史の展開と

歴史的環境を関連づ

けて時代の転換を理

解し、 近代の特色に

ついて多面的・多角

的に考察、 時代を通

観する。 

◯   ◯ a: ノートに授業中の解説メモ

や情報の図解など創意工夫

が見られる。 

b: 欧米諸国の進出によるアジ

ア諸国の変化、 政治・経済

の変化としそうへの影響な

どに着目して、 近世から近

代の国家・社会の変容を多

面的・多角的に考察できる。 

c: 論述もしくは発表形式で歴

史的事象を表現できる。 

d: 対外政策の変容と開国、 幕

藩体制の崩壊と新政権の

成立などを基に、 近世か

ら近代への時代の転換を

理解する。 

・考査 

・ 論述課題

提出 

(例 : 幕末

と新政権の

国内権力

の 推 移 に

ついて論述

課題・提出) 

・提出ノート 

歴史資料と

近代の展望 

明治維新、 自由民

権運動、 大日本帝

国憲法の制定、 条

約改正、 日清・日

露戦争、 第一次世

界大戦を基に、 立

憲体制への移行、 

国民国家の形成を理

解する。 

アジアや欧米諸国と

の関係、 地域社会の

変化、 戦争が及ぼし

た影響などに着目

し、考察する。 

◯   ◯ a: ノートに授業中の解説メモ

や情報の図解など創意工夫

が見られる。 

b: 明治維新、 大日本帝国憲法

の制定、 条約改正につい

て、 アジアや欧米諸国との

関係などに着目し、 主題を

設定、 考察できる。また、 

日清・日露戦争、 第一次世

界大戦については、 戦争が

及ぼした影響などに着目

し、 その後の日本の国際的

地位の変容について推察で

きる。 

c: 論述もしくは発表形式で歴

史的事象を表現できる。 

d: 教科書の黒太字箇所につい

て、 7 割程度を知識として

定着できている。 

・考査 

・発表 

(例 : ジグ

ソー法に基

づく多面

的・多角的

な世界大

戦の考察と

表現) 

 

・提出ノート 
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近現代の地

域・日本と世

界の画期と

構造 

恐慌と国際関係、 

軍部の対等と対外政

策、 戦時体制の強

化と第二次世界大戦

の展開などを基に、 

第二次世界大戦に至

る過程および大戦中

の政治・社会、 国

民生活の変容を理解

する。 

国際社会やアジア近

隣諸国との関係、 政

治・経済体制の変化、 

戦争の推移と国民生

活への影響などに着

目し、 第二次世界大

戦の日本の動向の関

わりについて考察す

る。 

◯ ◯  ◯ a: 多面的・多角的な考察から

世界大戦についての主題を

設定し、 相互に議論、 表

現することができる。 

b: 第二次世界大戦と日本の動

向の関わりについて、 「未

曾有の戦禍をもたらした戦

争はなぜ起きたのか」、 

「1920年代を通じて、 日本

と中国の関係はどのように

変化したのか」など、 世界

と日本の動向の関わりに焦

点を起き、 考察できる。 

c: 習得した知識を問題演習に

活かせる。 

d: 教科書の黒太字箇所につい

て、 7 割程度を知識として

定着できている。 

・考査 

・発表 

(例 : ジグ

ソー法に基

づく多面

的・多角的

な世界大

戦の考察と

表現) 

・提出ノート 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、 学習内容（小単元）の各項

目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


